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　GIGAスクール構想の実現に向け、県教育委員会及び

各市町村教育委員会では、小・中・義務教育・特別支援学

校の全ての子供たちに、一人一台の学習者用コンピュー

タを整備しました。また、和歌山県では高等学校において

も一人一台の学習者用コンピュータを導入し、義務教育

課程終了後も引き続きICTを活用できるようになります。

　今後、この一人一台コンピュータを活用し、これまで各

学校で行われてきた様々な教育実践とICTを組み合わせ

ることで、さらなる教育活動の充実が図られます。

G I G A
スクール構想     

ICTを活用した学びの充実に向けて
一人一台の学習者用コンピュータの導入とこれからの活用

一斉授業
一人一人の反応を踏ま
えた双方向型の授業が
可能に！

個別学習
一人一人の状況やニー
ズに応じた個別学習が
可能に！

協働学習
一人一人の考えを即時に
共有し、子供同士で多様
な意見の交換が可能に！

【協働的な学習で】
クラウド上にある学習支援
ツールなどを活用し、協働
してデータを編集したり、
リアルタイムで意見を書き
込んだりします。

【リモートで】
病気や入院等、様々な事情が
あって通学が困難な場合でも、
学習や交流に参加できます。

【音声入力で】
音声入力機能を使って、感想
文を作成したり、英語の正しい
発音をチェックしたりします。

【毎日の学習で】
授業動画や学習アプリの活用に
より、自分の学習状況や進度に
あった学習に取り組みます。

【資料・作品制作で】
インターネットを用い
た情報収集や自らが撮
影した写真・動画を用
いて、資料や作品の制
作を行います。

一人一台
コンピュータによる

学習イメージ

Global and InnovationGateway for All
GIGAスクール構想とは…

一人一台の学習者用コンピュータと、高速大
容量の通信ネットワークを一体的に整備す
ることで、子供たち一人一人の資質・能力が
より効果的に育成できる教育・ICT環境を実
現しようと全国で展開される取組のこと。

一人一台
コンピュータによって
授業はどう変わる？

これまでの
教育実践の蓄積 ICT

学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

展示 イ・ ベント

県立近代美術館 和歌山市吹上1-4-14
☎073-436-8690

臨時休館のお知らせ
令和3年1月25日㈪～4月23日㈮まで臨時休館となります。

県立紀伊風土記の丘 和歌山市岩橋1411
☎073-471-6123

｜春｜期｜企｜画｜展｜
　　　　　   　  しし　　    ししがしら

紀州の獅子と獅子頭
▢期 3月20日㈯～5月9日㈰

紀州の人々に長いあいだ親しまれる獅子舞
について、県内各地の獅子頭など資料を集
め、その特色や和歌山の祭の歴史を紹介し
ます。

「広八幡の田楽」の獅子（広川町）

県立自然博物館 海南市船尾370-1
☎073-483-1777

｜き｜の｜く｜に｜野｜外｜博｜物｜館｜
巨大アンモナイトをさがせ！！
　　　 3月21日㈰ 13:00～16:00
　　　 湯浅町栖原
開催日時

開催場所

県立博物館 和歌山市吹上1-4-14
☎073-436-8670

｜企｜画｜展｜

きのくにの物語絵
▢期 3月13日㈯～4月18日㈰
和歌山県には、寺社の成り立ちなどの物

語を美しい絵で語る絵巻物が数多く残され
ています。きのくにの「絵解き文化」に注目
しながら、さまざまな物語絵の作品を紹介し
ます。

くまのごんげんえんぎえまき
熊野権現縁起絵巻（県立博物館蔵）

いずれも休館日は月曜日（祝日の場合は翌平日）です。
※県立博物館・県立紀伊風土記の丘・県立自然博物館・県立近代美術館は有料ですが、

高校生以下・65歳以上・障害者の方は無料です。詳しくは各館ホームページをご覧ください。

　アンモナイトなど、中生代
白亜紀の古生物の化石をさ
がします。巨大なアンモナイ
トが見つかるかも!?

【募集対象】 小学生以上一般
※小学生は保護者同伴

【定　　員】30名（要申込）
【申込締切】3月7日㈰

ししまい

ひろはちまん   でんがく

　和歌山県に関わる2つのストーリーが日本遺産に
認定されました。

1つは『「葛城修験」－里人とともに守り伝える修
験道はじまりの地』です。葛城山脈は、修験道の開祖・
役行者(えんのぎょうじゃ)が初めて修行した地で、
修行には人 と々の深いつながりがありました。

　もう1つは『女性とともに今に息づく女人高野～時を超え、時に合わ
せて見守り続ける癒しの聖地～』です。近代まで高野山内に入れなかっ
た女性たちは、女人高野と呼ばれるお寺に参拝しました。

かつらぎ しゅげん にょにん こ う  や

葛城修験と女人高野が
日本遺産に新規認定

認
定
!!

「葛城修験」の
さいとうおおごまく
採燈大護摩供
（和歌山市）

世界遺産の吉野・大峯と
並ぶ「修験の二大聖地」と
称され、修験道の歴史の
始まりの地です。

「女人高野」である
慈尊院

（九度山町）

優美な曲線を描くお堂、
柔和なお顔の仏像、豊か
な周囲の樹々が調和した、
訪れる女性たちを癒し続
ける空間です。

　和歌山県立博物館が、県立和歌山工業高等学校・和歌山大学と連携
して取り組んでいる、3Dプリンター製文化財レプリカを活用した文化
財の防犯・防災対策事業（「高校生・大学生と創る「お身代わり仏像」
Project～未来に伝える 和歌山の文化財～」）が、第8回プラチナ大賞
（プラチナ構想ネットワーク他主催）にて優秀賞・きらり活動賞を受賞しました。
　少子高齢化や過疎化という地域社会が抱える課題に対して、地域の
未来を担う生徒や学生とともに実効性のある取組を行っていることが
評価されました。

お身代わり仏像の奉納の様子

日本が目指すべき、豊かで快適で威厳を
もって光り輝く未来である「プラチナ社会」
を体現している、または実現しようとして
いる全国各地の取組を「賞」というかたち
で称え、広く社会に発信することを通じて、
「プラチナ社会」実現に向けたビジョンや
具体的なアクションの理解・浸透を図るこ
とを目的として創設されたものです。

「第8回プラチナ大賞」で
お身代わり仏像の取組が
優秀賞・きらり活動賞を受賞

受
賞
!!

プラチナ大賞とは…


